
茶

の

微

生

物

率

的

研

究

(
第
一
二
報
)

茶
よ
A
リ
升
離
せ
る
徹
生
物

ω茶
の
煎
汁
及
び
温
度
に
劃
す
る
祇
一
抗
牲
に
就
て

農

勝

博

士

放.

明'

新

夫

辻

康

彦

緒

雷

著
者
等
は
畿
に
償
生
物
中
、
車
愛
情
障
は
及
び
ア
ス
ペ
ル
ヂ
ラ
ス
・
=
ガ
l
は
茶
の
岐
川
被
に
到
し
抵
抗
力
の
強
含
事
を
報
告
し
た
位
。
茶
よ

H
分
離
せ
る
微
生
物
は
共
生
育
の
僚
件
よ
り
一
般
微
生
物
よ
り
山
政
き
抗
抵
力
を
有
す
べ
き
常
事
が
想
像
せ
ら
れ
叉
茶
は
製
浩
行
程
中
に
於
て
殆

ど
大
部
分
加
熱
レ
乍
ら
柑
作
さ
れ
る
一も
の
で
あ
る
が
放
に
、
茶
の
微
生
物
は
又
海
度
に
封
す
る
抵
抗
性
も
強
き
事
を
必
要
と
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
而
し
て
叉
之
等
を
一
面
よ
り
考
察
す
れ
ば
、
茶
よ
り
分
離
せ
る
微
生
物
が
茶
の
煎
汁
及
び
温
度
に
封
し
て
如
何
た
る
程
度
の
抵

抗
力
を
有
す
る
か
は
其
菌
が
単
に
容
器
に
よ
り
附
着
せ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
或
出
叉
茶
に
繁
殖
す
為
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

か
と
云
ふ
舶
に
附
し
て
も
何
仙
寺
か
の
論
煉
と
な
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

著
者
等
は
以
上
の
如
含
見
地
よ
り
茶
の
煎
汁
を
培
養
碁
に
加
へ
て
茶
よ
り
分
灘
せ
る
償
生
物
を
培
養
し
其
抵
抗
性
に
就
て
調
議
を
行
ひ
、

共
際
煎
汁
中
の
タ
ン
ユ
シ
及
び
テ
イ
ン
含
量
を
測
定
し
て
参
考
に
供
し
た
。
叉
温
度
に
封
す
る
抵
抗
性
に
就
て
は
一
一
一七
度
C
よ
り
一

O
O皮

C
迄
を
数
種
の
階
程
に
分
ち
一
定
時
間
中
各
徴
生
物
影
其
湘
皮
に
加
熱
し

τ調
官
官
を
行
っ
た
。

茶
の
微
生
物
学
的
研
究
(
第
三
一
報
)

二
C



茶
の
微
生
物
事
的
研
究
(
第
一
一
一
報
)

以
下
に
共
結
果
に
就
て
報
告
す
る
事
と
す
る
。

二
O
-

一

賓

験

之

部

茶
の
煎
汁
の
調
製
法

、ノ

煎
汁
の
調
製
法
は
土
壌
微
生
物
に
就
℃
行
へ
る
時
。
と
同
様
で
あ
っ
て
茶
は
煎
茶
の
み
を
使
用
し
た
。

培
養
基
の
調
製
法

培
養
骨
格
は
細
菌
に
封
し
で
は
肉
汁
ペ
プ
ト
ン
寒
天
町
、
酵
母
に
封
し
で
は
ラ
ウ
レ
ン
ト
氏
袋
天
加
用
培
養
碁
お
、
其
他
の
締
般
商
に
は
チ

f
'

、

，

E

、

ヤ
ペ
ツ
ク
民
寒
天
加
用
培
養
基
U
を
用
ひ
た
。

之
等
の
培
養
基
に
茶
の
熱
水
浸
出
液
を

一
o
d
w及
び
て
O
d
m
の
割
合
に
加
ヘ
平
常
濃
度
に
あ
る
様
に
調
製
し
た
。

タ
ン
ユ
ン
及
び
テ
イ
ン
の
測
定
法

土
壊
微
生
物
に
就
て
著
者
等
の
袋
に
行
へ
る
方
法
と
金
く
同
じ
で
あ
る
。

費

験

結

果

一
、
茶
の
煎
汁
に
封
ず
る
抵
抗
性

ハ一

v

細
菌
に
及
ゆ
す
影
響

茶
よ
り
分
離
せ
る
細
菌
に
放
て
茶
の
厳
汁
を
一
。
dw
の
割
合
に
加
へ
た
る
培
養
鶏
に
品
坦
交
し
て
試
験
せ
る
結
果
を
示
せ
ば
第
一
炎
の
如
く
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茶
の
微
生
物
事
的
研
究
(
第
一
一
一
線
)

二
O
四

で
あ
る
。

第
一
表
の
結
果
に
就
て
見
る
に
模
地
中
に
は
枯
草
菌
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
が
全
く
生
宙
開
を
一
不
さ
た
か
っ
た
。

分
灘
菌
前
中
全
く
生
育
せ
ざ
る
も
の
は
一
一
純
で
あ
っ
て
之
を
製
造
行
稗
に
就
て
見
れ
ば
、
玉
.
織
の
生
薬
て
煎
茶
の
生
業
二
、
破
茶
の

生
業
一
一
一
、
紅
茶
の
操
捻
後
一
一
一
、
同
乾
操
後
一
、
向
精
乾
後
一
一
同
な
あ
る
。
生
育
の
弱
含
も

ω
《
七
円
H
に
於
て
生
育
を
+
及
び
4
"
で
表

L
た

も
の
V

は
九
積
で
、
玉
餓
の
生
業
て
同
精
弊
後
て
煎
茶
の
生
葉
一

.
M
t
m…
後
て
珊
茶
の
精
乾
後
二
、
紅
茶
の
乾
燥
後
一
、
川
崎
乾
後

二
顕
で
あ
る
。

-
弐
に
茶
の
前
…
汗
セ
二
O
，
%
の
割
合
に
加
刊
で
試
験
ぜ
る
結
果
を
示
せ
ば
第
二
交
の
如
く
で
あ
る
@

以
上
の
結
果
に
・
事
」
見
る
に
概
態
は
杢
く
生
存
し
な
い
。

分
離
菌
研
刊
は
第
一
表
に
於
け
る
試
験
に
於
て
生
育
し
な
か
っ
た
菌
も
全
部
用
ひ
て
調
茶
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
全
く
生
育
を
一
不
さ
な
か

っ
た
も
の
は
一
六
種
で
あ
る
。
製
造
行
科
に
就
て
打
見
れ
ば
、
玉
躍
の
生
業
一
、
煎
茶
の
生
薬
一
一
、
同
精
娘
後
一
、
湯
茶
の
生
葉
一二
、
同
甚
皿
乾

燥
後
一
、
同
精
乾
後
・
一
、
紅
茶
の
同
時
捻
後
問
、
同
乾
燥
後
一
、
同
特
乾
後
一
一
純
で
あ
る
。
生
育
の
弱
い
も
の
(
七
円
H
に
於
て
生
育
を
+
及

び
H

廿
に
て
示
せ
る
も
の
)
一
同
種
で
あ
っ
て
・

玉
舗
の
生
葉
三
、
同
精
乾
後
て
煎
茶
の
生
葉
一
、
同
蒸
後
一
、
同
中
操
後
一
、
同
乾
惜
後

二
紅
茶
の
乾
坤
後
一
一
一
、
同
精
乾
後
一
.
障
で
あ
る
。

以
上
て
回
の
測
定
の
結
果
に
就
て
見
る
に
五
O
菌
中
金
く
金
書
聞
を
一
不
さ
な
い
も
の
は
一

O
%煎
汁
を
加
へ
た
る
も
の
に
於

τは
一
一
種
、

二
O
d
"
に
て
は
一
六
種
で
あ
っ
て
、
之
等
以
外
は
何
れ
も
標
準
の
枯
草
菌
よ
り
も
強
い
抵
抗
カ
を
示
し
て
ゐ
る
。

一
(
U
d
w
煎
汁
を
加
附
し
た
石
も
の
に
於
て
抵
抗
性
の
弱
い
薗
は
、

γ
X
噌
婦
の
場
合
を
除
き
比
較
的
製
造
行
稗
の
初
期
及
び
末
期
£
り
分
離
せ
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第
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奈
の
微
生
物
事
前
研
究
(
第
一
一
一
報
〉

る
‘
の
に
多
く
‘
二
O
M
N
加
用
し
た
る
も
の
に
就
て
見
れ
ば
此
の
関
係
は
更
に
明
白
で
あ
る
。
卸
ち
生
育
せ
ざ
る
菌
及
び
僅
か
に
生
育
せ
る

二
O
水

も
の
L
散
を
合
し
て
‘
各
製
造
行
程
の
金
敷
に
封
ず
る
比
率
を
算
出
し
て
表
示
す
れ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

茶の煎汁に釘し抵抗力弱含制菌の比率

製

。
お

一日!竺倒的樫些
玉鋳生業 I 5 4 I 

後 |

第三表

議

。
1 

3 

4 

蒸

精乾後

が
著
し
い
事
を
認
め
ら
れ
る
。

ハ一一
v

階
母
に
劃
す
る
影
響

75 3 4 薬生煎茶

33 1 3 後蒸

。。1 組撲後

。。1 援捻後

日1 2 中擦後

l∞ 1 ]. 絢録後

1∞ 2 2 乾燥後

1∞ 3 3 1震生磁茶

。。2 後Z長

回1 2. 荒乾燥後

1∞ 2 2 精乾後

。。3 萎凋後紅茶

80 4 5 援捻後

1∞ 4 4 乾燥後

100 3 3 籾乾後

之
に
就
て
見
れ
ば
、
玉
露
の
蒸
後
、

煎
茶
の
蒸
後
、
粗
按
後
、
篠
捻
後
、

確
茶
の
恭
一
後
、
紅
茶
の
萎
凋
後
よ
り

分
離
せ
る
菌
は
何
れ
も
強
い
抵
抗
力

を
一
市
じ
、
・
各
茶
の
生
薬
及
び
乾
燥
後

等
の
製
浩
行
程
の
初
期
及
び
未
期
工

り
分
離
せ
る
菌
は
比
較
的
弱
い
。

以
上
の
諸
結
川
市
よ
り
分
離
細
菌
は

何
れ
も
茶
に
封
し
て
比
較
的
強
い
抵

抗
力
を
一
不
す
が
、
殊
に
製
造
行
懇
の

中
期
よ
hv分
離
せ
る
も
の
に
共
性
質

茶
よ
り
分
離
せ
る
階
母
に
就
て
、
茶
の
煎
汁
を
一

CMm加
へ
た
る
培
養
基
に
培
養
し
て
試
験
せ
る
結
果
を
示
せ
ば
第
阿
衰
の
如
く
で
あ
る
。
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第四表

+

+

H
廿

+
H
竹
村

阪茶

紅茶

の
t
u
n
o
'
A
q
6
n
d

n幽
守

唱

A

n
，
ω

η

o

n
“y
'

A

円

必

噌

A

円

ru

句

。

噌

A

向
，
臼
句

A

噌
ム

粗探後

業

後

~凋後

援捻後

I_f!; 

生業

業

後

探捻後

中探後

後

精乾後

生

蒸

燕

生

蒸

標

玉露

煎茶

ら
れ
る
も
の
は
八
種
で
、
製
法
行
程
に
就
て
見
れ
ば
、
玉
露
の
生
葉
二
‘
同
精
乾
後
二
、
前
山
茶
の
生
葉
二
、
離
茶
の
生
葉
こ
で
あ
る
。
而
十
し

以
上
に
就
て
見
る
に
標
準
と
し
て
用
ひ
た
る
萎
泊
酵
母
及
び
分
離
細
菌
共
に
何
れ
も
生
育
し
て
ゐ
る
。
九
日
自
に
標
準
と
梢
同
等
と
認
め

て
之
等
以
外
は
綿
て
標
準
よ
り
良
好
た
る
生
育
を
示
し
た
。

弐
に
煎
汁
を
二

O
%加
へ
た
る
も
の
に
就
き
試
験
せ
る
結
果
を
示
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

茶
の
微
生
物
象
的
研
究
ハ
第
三
報
)

二
O
七



茶
の
微
生
物
般
的
研
究
(
第
一
報
)

一4
0入

時 1手 i乙及 lきず影軍事

酵母 |i2ー一時通間| 食 日 寂茶~及製造行程 3、0・ 4Jt¥'rn113日間16日間17日間

標 ff里 一 ++ m !II十 州十

玉露 ~ 葉 1 + ++ 州 m 
2 一 + 榊 !!II 

芸事 後 1 ++ ++ 4骨骨 mm 
2 m 11畳 4冊4 州十

納車E後 1 ++ m !!II mm 
2 + it 榊 m 
3 一 一 村 ++ 
4 + + ++ ++ 

煎茶生 型民 1 ー + ++ m 
2 + + ++ ++ 
3 一 + m !III 

蒸 後 1 m + 側十 mm 
2 ++ m !!II 側十
3 + m !!II !!II 

相撲後 1 m m 4柵 mm 
2 ++ m 1冊} mm 
3 m w !!II 報鵬
4 榊 !!II 柵』 骨掛

援捻後 1 m m 側4 柵十
2 ++ * !!II 州十3 村+ lfI十 i骨+ 制十

4 

* !!II 4冊十
柵十

中主震後 1 * 特+ !!II 柵十2 * 1111 制t 掛*磁茶生 集 1 * * 柵+ ** 2 + H * * 3 + + 榊 !!II 
同 為: 後 1 十+ * lfI十

H掛

2 * * !!II 4冊t紅茶萎調後 1 ++ m 骨掛 m* 
撲 ~ 後 1 * ++ 州十 mm 
以上i活盆1在中の ll:/.:::. ν及びテイシの含憶は~Q)如
〈であるo !I:/.:::.ν O.l2!'訓51{.

テイ:/ O.o432g. 

第五1.:炎
以
上
に
就
て
見
る
代
分
灘
薗
中
、
標
準
よ
り
弱
き
生
育
を
な
す
も
の
は
一
一
一
輔
、
良
好
ゑ
る
も
の
は
九
顕
で
あ
る
。
此
の
醐
訴
を
詳
細
に

一
取
す
篤
に
表
示
す
れ
ば
第
六
衰
の
如
く
で
あ
る
。

此
の
結
果
に
就
て
見
れ
ば
製
造
行
程
の
末
期
に
就
て
は
玉
露
を
除
き
酵
母
が
検
出
さ
れ
た
か
っ
た
震
に
共
倒
向
を
知
り
得
な
い
が
、
生
葉

に
は
比
較
的
抵
抗
性

ω弱
い
も
の
が
多
く
、
蒸
後
及
び
萎
凋
後
以
後
に
は
萎
泊
鮮
梓
と
同
等
或
は
以
上
に
良
好
な
る
生
育
を
示
す
も
の
が
多

ぃ
。
玉
民
の
精
乾
後
よ
り
分
緩
せ
ら
れ
た
酵
母
の
多
く
は
弱
い
抵
抗
性
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
等
の
結
果
よ
り
考
察
す
れ
ば
、
細
菌
と
同
様
に

製
造
行
科
の
初
期
及
び
末
期
よ
り
分
蛾
せ
ら
れ
た
も
の
は
茶
に
作
用
す
る
力
の
弱
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。



各製造行椋に於ける分難時尽・の生

育の程度

第六表

標弱港きより I等;標猶のと同 標良準好なよ旬 | 
もの もの ものる |

玉健生薬
量t % 数 % | 

2 一 一 一
蒸後 2 .1 回 1 回 |

精乾後 4 31 75 一 一 1 25 
煎茶生業 3 311∞ 一
禁後 3 1 33 1 お 1 33 

" 組援後 4 一 一 2 田 2 日
援捻後 4 一 一 4 100 一
中援後 2 一 一 1 日 t 1 50 

磁茶 &: 葉 3 2 67 一 1 33 

蒸後 2 一 一 2 1∞ 一 一
紅茶萎凋後 1 一 一 1 I 1∞ 
援捻後 1 --A 一 1 I 1∞ 

っ
て
製
浩
行
程
に
就
て
見
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

玉
露

生
葉
一
、
蒸
後
四
、
精
乾
後
三
憧

綿
松
薗
(
酵
母
以
外
v

k
及
ぼ
す
影
響

茶
よ
り
分
灘
せ
る
締
献
菌
に
就
て
、
茶
の
煎
汁
を
一

O
M
m

二一一)

の
割
合
に
加
へ
た
る
培
養
基
に
培
養
し
て
試
験
せ
る
結
果
を

示
せ
ば
第
七
表
の
如
く
で
あ
る
。

標
準
は
ア
ス
ベ
ル
ヂ
ラ
ス

・
=
ガ
ー
を
用
ひ
た
の
で
あ
っ

て
、
綿
て
の
菌
極
に
劃
し
て
は
生
育
の
紙
態
、
形
般
も
異
る

が
故
に
之
を
以
て
全
部
b
E

比
較
す
る
事
は
多
少
不
合
理
と
考

へ
ら
れ
る
が
、
既
報
の
土
壇
微
生
物
に
劃
す
る
試
臓
の
際
も

之
を
用
ひ
て
ゐ
る
閥
係
よ
り
便
宜
上
之
を
標
準
と
し

τ生
育

の
欣
態
を
示
し
た
@
同
表
に
就
て
見
る
に
分
離
菌
は
綿
て
生

育
し
て
ゐ
る
。

椋
準
よ
り
生
育
の
弱
い
も
の
は
七
六
菌
種
中
国
二
種
で
あ

前
茶

生
葉
六
、
蒸
後
二
、
粗
援
後
て
捷
捻
後
で
中
提
後
五
、
精
操
後
三
、
乾
燥
後
二
種

生
葉
五
、
燕
後
一
、
荒
乾
操
後
二
、
精
乾
燥
後
三
種

確
茶

茶
の
微
生
物
象
的
研
究
(
第
一
一
一
報
)

ニO
九



第七表紙紋菌に及'1，す影響

一一報)

山

間

柵

件

掛

川

m

m

m

+

+

+

+

-

+

 

円

。

唱

A

n
，
U

円
。

後燥乾荒

酬
耐
剛
耐
山
市
村

山
前
川
m
u
廿

H
円

+

+

+

+

 

n，
“

円

。

噌

A

噌

A

後

後

捻

探

察

中

31 + 1桝|側

41 + 1!tI十|幽

幽
岡
山
情
山
市

H

村

山

閉

山

相

付

制

川

閉

幽

岡

山

附

掛

川

m

M

m

u

行

川

m

+

+

H

刊

+

掛

川

廿

山

附

掛

川

附

件

付

一

+

一

一

+

+

+

+

u

廿

+

+

+

E

o

n

o

'

A

n

G

内

d

n

守

F
D

噌

4

n

，U

内

d

n

吟

E
D
n
o

後

後

乾

蒸

籾

凋

後

萎

後

捻

茶

探

紅

山
市
川
市
山
閉
山
附
幽
耐
幽
畑
山
市
川
附
川
m
u
廿

榊

+

仲

村

山

相

川

間

川

前

+

+

+

+

+

+

+

u

廿

+

+

一

+

+

円

4

内

a

n守

E
3
0
0

町

'

'

A

円，
U

円

。

唱

A

後

後
録

保

精

乾

21-1+1++ 

州

側

山

市

川

附

件

付

+

+

+

 

η

o

a
吟

唱

ι業生茶磁

幽
m
u
行
川
市

川

間

一

+

u
廿

一

-

m'
唱

A

内

zu

業生茶煎

31ー1+lffi

41ー1+ 1柵

51ー 1+1++

61 + 1 + 1桝

71柵|州|伽

21 + 1榊 |柵

31 ++ 1柵 |仙

41++1++1側1

51 + 1 ++ 1榊

61+1+1*1 

川
相
掛
川
柵
H汁

掛

川

市

件

+

+

+

+

一

唱

A

n

，U

内

品

凋

姐

守

後乾精

1;ljlj 

21 + 1掛 111ft

31 + 1榊|柵

41 + I柵|側Io 
51+lffil柵

61-1 + 1柵

以上情養基1α恥中のタν=ν及びテイシ含量次の知L。
タ;:;".;:; O.CYl36g. テイシ O.但lOg.



赫 M菌に及ぼす影響第八表

陣相?itll査結1思!富市中絹J県間前
榊

++ 
+ 

++ + 

7 

1 後蒸掛++ 1 

+ + 2 + 2 

川
市+ + 3 lIIIf: ++ + 2 制朴+ 3 

棚、榊++ 1 

++ + 2 

制+++ + 3 
榊++ + 1 
側十榊++ 2 

+ 3 

4 

荒乾燥後

後乾精

lIIIf ++ + 3 制If+ 4 

茶
の
微
生
物
撃
的
研
究
(
第
一
↓
一
報
〉 榊++ + 1 擦捻後掛十制+++ 5 

榊++ + 1 中探後榊++ + 6 
柵-1+ + 2 制+++ + 1 後蒸

3 ++ + 2 

榊++ + 4 ++i ++ + 3 

111+ ++ + 5 榊朴+ 4 

1冊十

1冊十

++ 
榊+ 

5 

1 

柵+榊+ 1 

側十輔t川
棚2 

紅茶震凋

探捻後|

柵

・

川

市

掛

++ 
+ 
71 + 
11 + 

6 け

廿

川

附

榊

川

棚

+
H
H
 

+
+
 

+ + 5 
1 精乾後

掛++ 精擦後2 

++ + 
一1+

2 + 3 

柵+働岨
川3 + 3 世*榊+ 4 

柵榊+ 4 

乾燥後|

+ 1 乾燥後|柵榊++ 5 

榊++ + 1 ++ ++ + 2 骨H十+ + 6 

柵十++ + 2 
制骨++ + 
柵掛制+++ 
骨掛++ + 
柵111+ 榊

柵十++ + 
++ + 

F
h
U
F
O
 

後乾精

柵+榊+ 3 111+ 榊++ 7 

1 柵+J.H ++ 4 + 1 i煎茶生薬

2 七++ + 1 業生茶磁+ 2 

3 ++ + + 2 榊榊++ 3 ーーー
4 制+掛+ 3 + + 4 

柵+-H+ + 4 ++ ++ + 5 

朴+ 5 6 

111+ 

以上の培養基I∞cc中声Y:ν及びテイν含量失の知L。
タY:Y O.盟国g. テイシ O.0436g.

++ + 6 lIIIf !III ++ 7 



茶
の
微
生
物
事
的
研
究
(
第
コ
ィ
閣
さ

製鑑行程i乞於ける分難菌の生育程度

製造行程 各け行る震分数離に於菌標準より生育劣れるもの標準と生育同程度のもの

の総 数! at I % 

玉露生 業 6 1 17 5 63 

蒸 後 5 5 1∞ 一 一
精乾後 7 3 44 4 56 

煎茶生 業 7 6 85 1 15 

蒸 後 2 2 1∞ 一 一
粗援後 3 1 33 2 67 

探捻後 1 1 1∞ 一 一. 
中探後 7 5 70 2 30 

精探後 3 3 1∞ 一 一
乾燥後 4 2 50 2 50 

破茶:生 葉 7 6 85 1 15 

蒸 後 3 3 1∞ 一 一
荒乾燥後 。、J 2 70 1 鈎

精乾後 5 3 60 2 40 

紅茶萎凋後 1 一 一 1 1∞ 
探捻後 4 1 25 3 75 

乾燥後 2 1 50 1 回

精乾後 6 17 5 83 

第九表

一一一一一
乾
燥
後
て
精
乾
後
二
種

次
に
煎
汁
を
二

O
M加
へ
た
る
も

紅
茶

の
に
就
き
試
厳
せ
忍
結
果
を
示
せ
ば

第
八
衰
の
如
く
で
る
る
。

以
上
に
就
て
見
れ
ば
標
準
は
生
育

を
一
示
す
も
、
分
離
菌
種
中
全
く
生
育

せ
ざ
る
も
の
は
三
種
で
あ
忍
。
標
準

よ
り
生
育
の
劣
る
も
の
は
四
二
種
で

之
等
を
明
示
す
る
震
に
表
に
て
一
示
せ

ば
第
九
表
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
此
の
結
果
は
酵
母
及

び
細
菌
の
如
く
傾
向
が
明
瞭
で
な
く

又
前
述
の
如
く
、
封
照
と
の
比
較
に

難
賄
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
大
積

製
浩
行
宮
の
中
期
よ
り
分
離
せ
る
菌

の
抵
抗
力
が
弱
〈
、
特
に
蒸
後
の
も



の
は
殆
ど
穂
て
弱
含
生
古
聞
を
示
し
て
ゐ
る
・
之
は
細
菌
及
び
降
母
の
場
合
と
金
く
反
艶
で
あ
る
，

以
上
細
菌
、
陪
母
及
び
共
外
の
綿
献
菌
に
就
て
行
へ
る
結
果
を
融
合
し
て
考
察
す
る
に
細
菌
及
び
降
母
は
概
し
て
標
準
と
し
て
各
用
ひ
た

る
枯
草
薗
及
び
萎
酒
樽
母
よ
り
良
好
な
る
生
宙
開
を
示
し
殊
に
製
造
行
程
の
中
期
よ
り
分
雌
離
せ
る
も
の
は
茶
の
煎
汁
に
劃
し
て
強
い
抵
抗
力
を

示
し
て
ゐ
る
。
然
し
綿
欣
菌
は
之
等
と
多
少
傾
向
を
異
に
し
、
生
育
を
一
不
さ
w
h

る
菌
種
は
極
め
て
少
量
で
あ
る
が
、
過
半
数
は
標
準
よ
り
生

官
円
が
劣
h
v
又
生
育
の
弱
き
も
の
は
製
造
行
程
の
中
期
よ
り
分
離
離
せ
る
も
の
に
多
い
。
斯
如
く
生
育
の
劣
れ
る
黙
に
就
て
は
、
ア
ス
ペ
ル
ヂ
ラ

ス
・
=
ガ
ー
は
締
欣
菌
中
に
て
強
力
な
る
タ
ン
テ
ー
ゼ
を
分
泌
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
之
を
標
準
と
し
た
る
事
が
原
因
の
一
っ
と
考
へ
ら
れ

る
。
而
し
て
以
上
の
諸
賦
よ
り
之
等
の
分
離
附
菌
種
の
多
く
の
も
の
h
茶
の
煎
汁
に
劃
す
る
抵
抗
力
は
概
し
て
一
般
徴
生
物
よ
り
大
な
る
も
の

と
考
へ
ら
れ
従
っ
て
此
の
離
に
於
て
茶
に
作
用
し
得
る
特
性
te有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

二
、
茶
よ
り
分
離
剛
せ
る
衛
生
物
の
耐
熱
性
に
就
て

ハ
一
v

試

験

法

細
菌
に
劃
し
て
は
肉
汁
ベ
プ
ト
シ
寒
天
、
酵
母
に
は
ラ
ウ

ν
シ
ト
氏
寒
天
加
用
培
養
義
、
赫
扶
菌
に
は
チ
ヤ
ベ
ツ
ク
氏
寒
天
加
用
培
養
基

耐
熱
性
の
試
験
は
、
一
ニ
七
度
C
に
就
て
は
各
培
養
基
に
斜
面
培
養
せ
る
菌
種
を
、
接
種
と
同
時
に
三
七
度
C
の
定
温
器
中
に
保
温
し
で
共

ぞ
用
ひ
た
。

生
育
を
調
査
し
た
。
六

O
度
C
と
七
O
度
C
に
封
す
る
試
胎
は
斜
面
培
験
せ
る
菌
種
を
直
ち
に
六

O
度
C
若
し
く
は
七

O
度
C
の
定
温
に
保

て
る
。
ロ

Z
P
中
に
一
五
分
間
漫
潰
し
た
る
後
三
七
度
C
の
定
温
器
に
移
し
て
生
育
す
る
や
否
や
を
調
査
し
た
.
八

O
度
C
以
上
は
問
髄

培
養
基
に
て
は
寒
天
が
溶
解
す
る
故
に
各
々
の
液
帽
培
養
基
ぞ
作
り
之
に
接
種
し
て
三
七
度
に
四
八
時
間
培
養
し
た
後
八
O
度
C
若
し
く
は

茶
の
微
生
物
血
事
前
研
究
ハ
第
三
報
〉

一一一一一一



第十表分隊細菌に到する温度の膨響(其ー〉

茶名製造行程

玉露生業

精fl後

11 煎茶生 業

禁後

粗擦後

猿捻後

県l市体l吋内lJZl拘;

一

械

幽

柵

川

市

一

柵

幽

爾

山

市

川

相

側

酬

明

酬

柵

川

閉

山

畑

山

術

情

噌

4

n

G

噌

止

噌

・

・

後

後

後

援

援

爆

中

精

乾

業後|:lilil|:ll
31・++1ー 1-1一 グ「

第

l;lm:;: 
:乾後日前日iゥ

言葉 後
組、d

21 iIft 1附 IiIft I側

紅茶婆凋後 11 - 1-

紅茶援捻後

乾燥後 11+1--1-1-

凶



之
以
上
の

a
-
z
p
中
に
一
五
分
間
浸
潰
し
、
更
に
之
を
同
開
培
養
基
に
接
種
し
ヨ
七
度
C
に
保
温
し
て
生
育
や
調
発
し
た
。
試
験
の
順
序

と
し
て
三
七
度
C
に
培
養
し
て
生
育
す
る
も
の
代
之
を
六

O
度
C
で
底
理
し
‘
之
に
生
育
せ
る
も
の
は
更
に
七
O
度
C
に
て
底
理
す
る
と
云

ぶ
順
に
従
っ
て
六

O
度
C
よ
り
一

O
度
C
宛
温
度
を
土
昇
せ
し
め
て
試
験
を
績
け
た
の
で
あ
る
が
一

O
O度
C
に
一
五
分
間
底
理
し
て
も
筒

生
育
す
る
も
の
に
封
し
て
は
、
培
養
液
が
沸
脆
し
温
度
の
上
昇
せ
ま
る
と
と
を
懸
念
し
一

O
O度
C
に
て
三

O
分
及
び
六

O
分
と
時
聞
や
延

長
レ
て
試
験
を
行
っ
た
。
以
下
に
其
結
果
を
報
告
す
る
事
と
す
る
。

分凝細菌に到する埠度の影響〈鶏二〉

型空
1α〉。

茶名及製造行程 釦。

均 1
30分
1
60分

玉露生 業 2 柵l十 'it!十 lII+ 『

精乾後 4 側 |柵 t骨4 一
煎3庭生 襲 3 ~掛柵 +櫛 一
中主主後 2 lII+ ~掛 骨骨 ー

精祭後 1 柵 |柵 4働 一
乾燥後 1 柵 illl+ lII+ ー

2 lII+ 一 ー 一
磁~ 荒乾燥後 1 柵It 柵It lMt 一

2 一 一 ー、 一
精乾後 2 ー 一 ー 一

紅茶乾燥後 2 ー ー

3 ー一
4 lII+ lII+ 一 一
3 精乾後 ー・ - 一

第十一表

骨
需
の
微
生
物
事
的
研
究
《
第
三
被
〉

(二
V

細
菌
に
於
け
る
結
果

細
菌
に
就
て
行
へ
る
結
果
を
示
せ
ば
第
十
衰
の

如
く
で
あ
る
。

以
上
の
表
中
八

O
度
C
に
筒
死
滅
せ
ざ
る
菌
に

就
て
試
輸
を
糟
捜
せ
る
結
果
を
別
表
と
し
て
示
せ

ば
第
十
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

第
十
表
及
び
第
十
一
表
の
結
果
よ
り
各
温
度
に

て
新
に
死
減
せ
る
菌
の
教
を
金
敷
に
封
ず
る
比
率

に
で
示
せ
ば
第
十
二
衰
の
如
く
で
あ
る
。

七
O
度
C
迄
に
六
六
%
、
八
O
度
C
に
て
八
四

%
が
死
滅
し
、
九
O
度
C
以
上
に
碕
存
せ
る
菌
は

ご
一
玉



茶
の
微
生
物
園
字
的
研
究
(
第
三
報
)

各温度にて死減せる菌の比率

試厳温度(C) 死薗滅のせ数る

~O 11 22 22 

6CY' 7 14 36 

穴Fコ 15 ~ 66 

加。 3 6 72 

9()0 6 12 制

1∞o 15分 1 2 86 

3600分分 1 2 国
6 12 1∞ 

第十二表大
部
分
極
め
て
抵
抗
力
強
く
、

一O
O度
C
に

占公
U
Aム
加
熱
す
る
事
に
依
っ
て
漸
〈
死
滅
し

?亡。
以
上
を
製
造
行
程
に
就
て
見
れ
ば
第
十
三
表

の
如
〈
で
あ
る
。

-
二
・
穴

各温度にて死減せる菌の各行程に於ける比率

6()0 700 800 900 
100。 1000 1000 
15分 ω分 60分

製 造 行 程 i?歎を戸~死菌『滅数 金量戸t内死菌『数滅 全量戸t園内死菌圃岡S、滅t金歓P・A死歯--滅車童 金数Fー~死歯圃、減車t全数-、死菌・R微滅 金量F圃d員匂死・、塑減

玉露生薬 5 2 I 5 3 5 4 I 5 5 
議後 3 0 I 3 3 一一
続乾後 4 1 4 2 4 3 4 3 4 3 4 3 4 4 

煎茶生業 4 3 4 3 4 3 4 3 4 3 4 3 4 4 

蒸後 3 1 3 3 一 一 ー.

組提後 1 1 一 一 一 一 一
擦捻後 1 。1 1 一 一 一
中撲後 2 。2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 2 
精探後 1 。1 。1 。1 。1 。1 1 

乾燥後 2 。2 。2 。2 。2 1 2 1 : 2 2 
磁茶生葉 3 3 一 一 一 一 一
燕後 2 。2 2 一 一 一 一 一
荒事E燥後 2 。2 。2 012 。2 1 2 1 2 2 
精乾後 2 。2 。2 1 i 2 2 一 一 一

紅茶婆凋後 3 1 3 3 一 一 一
援捻後 5 3 5 5 一 一
乾燥後 4 1 4 1 4 3 4 4 一
精乾後 3 2 3 2 3 2 I 3 3 一 一

第十三表



-
以
上
に
就
て
見
る
に
六
O
度
C
迄
は
燕
後
及
び
萎
凋
後
よ
り
分
離
せ
る
菌
は
総
て
生
存
す
る
も
七

O
度
C
に
至
れ
ば
綿
て
死
滅
す
。
八

C

分
迄
死
滅
し
な
か
っ
た
。

度
C
に
至
れ
ば
玉
露
の
生
葉
を
除
き
何
れ
も
行
程
末
期
の
菌
の
み
生
育
し
、
而
し
て
之
等
の
菌
の
大
部
分
は
抵
抗
力
強
く
一

O
O度
C
六
O

之
等
の
結
果
よ
り
分
離
菌
中
熟
に
射
す
る
抵
抗
力
は
比
較
的
製
造
行
程
末
期
の
細
菌
が
強
く
、
之
等
の
菌
は
製
造
行
程
中
に
於
て
も
茶
に

作
用
し
得
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

ハ一一-
一
v

臨
時
母
に
於
け
る
結
果

酵
母
に
劃
す
る
試
験
結
果
を
示
せ
ば
次
ソ
如
く
で
あ
る
。

分離酵母に封する温度の影響

砧輔碍M
玉露生業 1 柵+ 一

2 lII+ ー
勇軍 後 1 lII+ 土

2 +++ 土

精乾後 1 lII+ 土

2 iIIt 一
3 + 土
4 +t 一

煎茶生業 1 持+ 一
2 ++ 一
3 +掛 一

蒸後 1 +++ 土

2 +++ 一
3 +++ 一

粗祭後 1 lII+ 土

2 揃t 土

3 4掛 土

4 +++ 土

祭捻後 1 11崎 土

2 lII+ 一
3 +++ ー
4 +++ 土

中察後 1 +++ 土

2 +++ 土

磁茶生業 1 +++ 土

2 +++ 一
3 +++ 一

燕後 1 +++ 一
2 lII+ 土

紅茶萎凋後 1 lII+ 土

擦捻後 1 lII+ 土

第十図表

茶
の
微
生
物
撃
的
研
究
(
第
三
報
)

一一一七

注:土1'1最初少し〈生育したる如〈見える

のであるが其俊博聞を僻過するも増進

せざるものに付した。



茶
の
微
生
物
事
的
研
究
(
第
三
報
)

二
一
八

以
上
に
旋
て
見
る
に
さ
七
度
C
に
て
は
糟
・
て
生
育
す
る
が
、
六
O
度
C
に
加
熱
す
れ
ば
金
〈
死
滅
す
る
。
製
造
行
程
に
就
て
は
明
瞭
な
る

闘
係
を
認
め
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

(四
v

綜
欣
菌
に
於
け
る
結
果

締
紙
菌
に
就
て
行
へ
る
結
果
を
示
せ
ば
第
十
五
衰
の
如
く
で
あ
る
・

以
上
に
就
て
見
る
に
七
六
菌
種
中
三
七
度
C
に
て
生
育
せ
ぎ
る
も
の
一
六
、
六

O
度
C
に
て
は
五
五
、
七

O
度
C
に
て
は
七

O
、
八

O
度

C
に
至
れ
ば
全
部
死
滅
す
。

製
造
行
程
と
の
聞
に
は
明
瞭
な
る
開
係
を
認
め
る
事
が
出
来
念
い
。

以
上
の
耐
熱
性
に
封
す
る
試
験
の
結
果
に
就
て
考
察
す
る
に
、
概
し
て
細
菌
は
最
も
証
抗
力
強
く
七
O
度
C
に
て
は
六
六
dw
が
死
滅
す
る

に
過
ぎ
や
、

一
O
O度
C

K
於
ー
も
末
だ
二
四
dm
の
菌
が
生
存
し
て
ゐ
る
。
赫
欣
菌
は
之
に
共
ぎ
七
O
度
C
に
て
九
二
%
が
死
滅
し
、
酔
母

は
最
も
弱
〈
既
に
占
ハ

O
度
C
に
て
み
一
部
死
滅
し
て
ゐ
る
。
之
等
の
黙
よ
り
細
菌
の
一
部
在
除
け
ば
大
部
分
の
微
生
物
の
製
法
行
稗
中
の
作
用

に
就
て
は
疑
問
と
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

一
二
、
試
齢
結
果
に
劃
す
る
検
討

茶
に
作
用
す
る
徴
生
物
は
茶
の
特
異
成
分
に
劃
す
る
抵
抗
力
の
大
た
る
幕
、
及
び
製
造
行
韓
中
医
於
て
は
熱
に
劃
す
る
抵
抗
力
の
大
た
る

古
曹
を
必
要
と
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

著
者
等
の
測
定
の
結
果
に
就
て
見
れ
ば
茶
の
煎
汁
に
劃
し
て
一
般
に
録
も
紙
抗
カ
の
大
怠
る
は
僻
停
で
め
っ
て
、
綜
欣
菌
之
に
戎
ぎ
制
菌

が
最
も
弱
い
。
然
L
細
菌
に
就
て
も
大
部
分
の
も
の
L
抵
抗
力
は
向
枯
草
菌
よ
り
は
明
か
に
強
い
の
で
あ
る
放
に
、
此
の
臨
よ
り
推
察
す
れ



第十五表分権綿献菌に劃する影響
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茶
の
微
生
物
事
前
研
究
(
第
三
割
き

二ニ
C

ば
、
茶
よ
り
分
離
せ
る
徴
生
物
の
多
〈
の
も
の
は
茶
に
作
用
す
べ
き
徴
生
物
と
し
て
の
特
異
性
を
有
す
る
も
の
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。
叉
耐

熱
性
に
就
て
は
一
般
に
酔
母
最
も
弱
〈
、
締
欣
菌
、
細
菌
の
順
序
に
強
い
傾
向
を
有
し
て
居
る
・
特
に
細
菌
の
一
部
の
ら
の
は
強
い
抵
抗
力

を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
之
等
を
除
け
ば
分
陰
微
生
物
の
多
く
は
製
造
行
韓
中
の
加
熱
に
よ
っ
て
死
滅
す
る
も
の
で
た
い
か
と
考
へ
ら
れ
従

っ
て
製
造
行
韓
中
の
作
用
に
闘
し
て
は
、
低
温
に
て
鹿
理
ず
る
場
合
を
除
き
疑
問
と
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
・

線

揖

茶
よ
り
分
離
せ
る
徴
生
物
の
茶
の
熱
水
浸
向
液
及
び
熱
に
封
す
る
抵
抗
性
に
就
て
調
査
を
行
っ
た
。

《

一

)

茶
の
熱
水
浸
出
液
に
劃
す
る
抵
抗
力

《

a
v

分
離
せ
る
徴
生
物
は
一
般
に
各
標
準
と
し
て
用
ひ
た
る
枯
草
菌
、
窓
会
泊
醇
母
及
び
ア
ス
ペ
ル
ヂ
ラ
ス
・
ユ
ガ
ー
よ
り
強
い
抵
抗

カ
を
有
す
る
が
、
共
内
に
て
酵
母
は
最
も
強
〈
w

融
秩
菌
之
に
戎
ぎ
、
細
菌
は
最
も
弱
い
。

(
b
v
 
製
造
行
程
に
就
て
見
れ
ば
綿
紙
菌
を
除
き
、
酵
母
及
び
細
菌
は
、
製
法
行
程
の
中
期
よ
り
分
離
せ
る
も
の
が
更
に
強
き
抵
抗
性

を
有
し
て
ゐ
る
・

，問、

一一、ー'
熱
に
劃
す
る
抵
抗
力

(
a
v
 

分
離
せ
る
徴
生
物
中
細
菌
最
も
強
〈
、
結
欣
菌
、
酵
母
の
順
に
劣
っ
て
居
為
。

《

b
v

製
浩
行
程
に
就
て
は
、
酵
母
及
び
赫
猷
菌
は
明
瞭
た
ら
ざ
る
も
、
細
菌
に
就
て
は
製
浩
行
程
末
期
よ
り
分
離
せ
る
も
の
が
特
に

強
い
耐
熱
性
を
有
し
℃
ゐ
る
。



(一ニ
V

分
離
せ
る
徴
生
物
の
多
く
は
茶
に
作
用
し
得
ぺ
き
特
異
性
を
有
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

中
の
作
用
に
就
て
は
疑
問
と
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
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茶
の
微
生
物
血
事
的
研
究
(
第
一
一
一
報
)

細
菌
の
一
部
を
除
き
、
製
趨
行
程

(
昭
和
十
二
年
三
月
一
ニ
ロ
己

一一一一ー


